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1. はじめに 
Web ブラウザを利用した情報収集では，膨大な数の Web

ページのなかから，様々な情報を見つけ出すことができる

上，過去に訪れた Webページを記憶しておくブックマーク

の仕組みによって，重要な情報を記録して再見することが

容易である．しかしながら，ブックマークの数が増えすぎ

たり，時間の経過によって保存した内容を忘れてしまった

りすると，せっかく記録した情報を再見できなくなってし

まう．本研究では，ブックマークを作成する過程の情報を

利用したブックマーク用整理ツールを実現し，人間の想起

の能力を高める方法について明らかにすることを目指して

いる．本稿では，想起力を高めるための仕組みと整理ツー

ルの実現方法を述べる． 

2. 関連研究 
Hyeon ら[1]は，ユーザの記憶の手がかりを構築し，ブッ

クマークした情報の再見を容易にする MemoryLane を構築

した．このシステムでは，何のために Webページを保存す

るのかという「目的」や，どのようにして現在の Webペー

ジを見つけてきたのかを表す「経路」，Web ページを閲覧

した際のユーザの「感情」などといった文脈的情報（コン

テキスト）を自動的に抽出，ユーザ自身が編集し，Web ペ

ージと一緒に保存する．このシステムを用いて，どのタイ

プのコンテキストが最も効果的なのか，どのタイプの情報

を想起するときに，どのようなコンテキストが役立つのか

を明らかにするために実験を行ったところ，何のために

Web ページを保存したのかといった「目的」が記憶のため

の重要な手がかりになることが明らかになった．また，

Web ページがもつコンテンツの特徴によって使用されるコ

ンテキストが異なること，ユーザが意味情報を十分に記憶

できない場合にもコンテキストが効果的であることが明ら

かになった． 

3. 想起を高めるためのアイデアと情報の整理方法 
本研究における，想起力を高めるための仕組みとして，

関連研究も参考に，以下の 2 つの機能を提案する： 

(1) 閲覧履歴に基づいた情報収集経路の可視化 
(2) Web ページ中に出現する単語を意味づける再配置

操作 

3.1 閲覧履歴に基づいた情報収集経路の可視化 

 想起について，どのような形の想起であっても，想起に

は必ずなんらかの手がかりが存在する[2]ことに着目し，ブ

ックマーク作成までの過程や変化を表す閲覧履歴を利用す

る．閲覧履歴を用いて，ユーザが訪問した過程を可視化す

ることで，ユーザ自身が収集した情報への明確な振り返り

と理解を深め，ブックマークを作成するきっかけとなった

手がかりを見つけだすことができるようにする．このとき，

ブックマークを作成する点を基準に 2 つ前の Web ページま

で遡り，合計 3 つの Web ページを情報収集の経路として使

用し，可視化する．これは，閲覧履歴を用いて一連の出来

事や事実を順序立て説明する，「はじめ」，「中間」，

「おわり」からなるストーリーを構築することに相当する．

情報収集の経路を可視化するための要素は，3 つの Web ペ

ージのスクリーンショットと Webページから抽出されたテ

キスト（単語）とする．閲覧履歴に基づいてストーリーを

構築し，情報収集経路を可視化させたブックマークを図 1
に示す． 

図 1 閲覧履歴からストーリーを構築したブックマーク 
 
図 1 の左半分に Web ページのスクリーンショット，右半

分に Webページから抽出したテキストから抽出した単語を

表示している．単語の表示では，「おわり」の Webページ

をブックマークした目的と内容の想起を容易にし，後で再

見するための方策として，この Webページに至るまでのス

トーリー展開をわかりやすく表示することとし，3 つの

Web ページ毎に内容を表す単語を表示するのではなく，

「はじめ」と「中間」，および「中間」と「おわり」に対

応するそれぞれ 2 つの Web ページから抽出した単語を統合

して表示し，これらの比較から「おわり」の Webページに

至るまでの展開を捉えやすくする．  

3.2 Web ページ中に出現する単語を意味づける再配
置操作 

 情報収集経路を可視化するために表示する単語すべてが

想起への手がかりになるとは限らない．ここでは，人間の

情報処理の特徴である，知識を使って入力情報を理解（解
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釈）し，知識を使って再構成して思い出す[2]ことに着目し，

表示された単語を再度ユーザ自らが選択し，意味のあるま

とまりへと配置し直す，再配置操作を考える．再配置操作

によって収集した情報に対して意識的に理解が深まり，暗

黙のうちに構築されたストーリーによって，収集した情報

に対して想起することを期待する．表示された単語をユー

ザが再配置する流れを図 2 に示す． 

図 2 表示された単語を再配置するための操作の流れ 
 
単語を表示する画面は，初期配置画面と再配置画面の 2
画面で構成する．初期配置画面(図 2(a)）で表示された単語

に対して(単語の初期配置はランダムで，重なっている場

合はクリック&ドロップで移動可能)，マウスのダブルクリ

ック操作で単語を選択すると，単語を再配置するための画

面が表示される(図 2(b))，選択した単語に対し，マウスの

ドラッグ操作によって，任意の位置に配置しなおすことが

できる(図 2(c))． 

4. ブックマーク用整理ツール 
図 3 に，提案するブックマーク用整理ツールを導入した

Web ブラウザ上でのブックマーク保存の流れを示す．ユー

ザは，Webブラウジング中に任意の Webページに対し，ブ

ックマークを作成したくなれば，保存領域上部の保存ボタ

ンをクリックすることで，3.1 節で説明したブックマーク

が作成される．作成されたブックマークに表示される単語

に対して，再配置操作を行い，OK ボタンをクリックする

と保存領域へ保存される． 

図 3 ブックマークツールを用いた操作の流れ 

5. ブックマークの実現 
以下，提案するブックマーク整理ツールの実現方法を述

べる． 

5.1 Webページのスクリーンショットの取得 

Webブラウジング中に訪問した Webサイトのトップペー

ジの最上部のスクリーンショットを都度取得する．このと

き，訪問の過程を明確に記録するため，ブックマークのス

トーリーを構成する「はじめ」，「中間」，「おわり」の

部分には，サーチエンジンの検索結果画面は取得しない． 

5.2 Webページに出現する単語の抽出と表示 

図 4 に，Web ページのテキストを抽出し，単語として表

示するまでの流れを示す．ブックマーク作成ボタンがクリ

ックされるまで，訪問した Web ページの URL を毎回取得，

格納する．ユーザが任意の Webページに対してブックマー

ク作成用の保存ボタンをクリックしたタイミングで，Web
ページ中の単語の抽出を行い，作成するブックマークの単

語領域に表示する． 

図 4 Web ページのテキストを抽出・表示する流れ 
 
実装した整理ツールでは，Jsoup を用いて Web ページの

テキストを抽出し，ブックマーク作成時に「はじめ」と

「中間」，「中間」と「おわり」それぞれの Webページの

テキストを結合し，結合されたテキストに対して

Sudachi[3]を用いて形態素解析を行って，表示する単語と

して取得するようにしてある． 

6. まとめ 
Web ブラウザを用いて情報収集を行う際，収集した内容

を容易に想起するための，ブックマークを作成するまでの

過程の情報を利用した，情報の整理方法についての提案を

行った．今後は，実装したブックマーク整理ツールについ

ての操作性の評価や，ユーザの想起力に対する提案した仕

組みの有用性についての検証を行う． 
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